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「ポニーの馬車」

あいにくの雪不足により町民体育

館で行われたわんぱく雪まつり。

それでもポニーの馬車は大人気で

子どもたちが順番待ちの列を作っ

ていました。



携帯電話　

ー 便利さのそのー 便利さのその裏裏で ーで ー

教
え
て
い
ま
す
か
？
携
帯
電
話
の
危
険
性

携
帯
電
話
は
い
つ
ど
こ
に
い
て
も
連
絡
が
と
れ
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
し
て
必
要
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
便
利
さ
か
ら
、

こ
の
十
数
年
で
急
速
に
普
及
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
は
携
帯
電
話
を
利
用
し
た
悪
質
な
犯
罪
が
増
加
、
そ

れ
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
い
っ

た
こ
と
が
社
会
問
題
化
し
て
き
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
サ
イ
バ
ー
犯
罪（
情

報
端
末
を
利
用
し
た
犯
罪
）
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず
保
護

者
の
方
が
犯
罪
手
口
や
有
害
サ
イ
ト
の
危
険
性
を
よ
く
理
解
し
た
う
え

で
、「
本
当
に
携
帯
電
話
が
必
要
な
の
か
」「
携
帯
を
使
う
と
き
の
ル
ー
ル
」

な
ど
に
つ
い
て
常
に
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
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総
務
省
の
「
通
信
利
用
動
向
調
査
報
告

書
」
に
よ
る
と
、平
成
19
年
の
携
帯
電
話
・

Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
世
帯
保
有
率
は
95
％
に
達
し
て

い
ま
す
。

子
ど
も
の
携
帯
所
有
率
に
つ
い
て
は
、

学
年
が
上
が
る
ほ
ど
増
加
し
、
ベ
ネ
ッ
セ

教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
調
査
で
は
中

学
生
の
６
割
超
が
携
帯
電
話
を
所
有
し
て

い
る
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
グ
ラ
フ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
校

生
の
所
有
率
は
９
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
調
査
で
の
い
わ
ゆ
る
「
迷

惑
メ
ー
ル
」
の
受
信
経
験
に
つ
い
て
は
、

「
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
」
を
受
信
し
た
こ
と

が
あ
る
中
学
生
は
３
割
、
高
校
生
で
は
６

割
を
超
え
、「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
か
ら

の
メ
ー
ル
は
高
校
生
の
23
％
が
受
信
し
た

こ
と
が
あ
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

中
学
生
の
６
割
超
が
所
有

「第３回子育て生活基本調査」Benesse 教育研究開発センター

■携帯電話所有率（学年別）
携帯電話を「もっている」の％
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携
帯
電
話
に
潜
む
様
々
な
危
険

子
ど
も
が
携
帯
電
話
を
持
つ
よ
う
に
な

る
の
は
、
共
働
き
の
両
親
と
の
連
絡
用
、

防
犯
の
た
め
、
帰
宅
が
遅
く
な
る
と
き
の

送
迎
、友
達
み
ん
な
が
持
っ
て
い
る
か
ら
、

な
ど
そ
の
事
情
は
様
々
。
子
ど
も
に
と
っ

て
も
身
近
な
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
携
帯

電
話
で
す
が
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
新
た

な
危
険
を
招
く
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

今
の
携
帯
電
話
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
パ
ソ
コ
ン
と
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
機
能

が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
り
、
無
料
で
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
と
子
ど
も
に
と
っ
て
携
帯
電
話
は
と
て

も
便
利
で
魅
力
的
な
道
具
に
な
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
は
携
帯
電
話
の
機
能
を
大
人

以
上
に
使
い
こ
な
し
ま
す
。
メ
ー
ル
な
ど

で
簡
単
に
顔
も
知
ら
な
い
相
手
と
連
絡
を

取
り
あ
っ
た
り
、
危
険
な
サ
イ
ト
に
好
奇

心
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
親
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
犯
罪

や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
加
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

携
帯
や
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
技
術
は
日
々

急
速
に
進
化
し
、
そ
れ
と
と
も
に
新
た
な

危
険
も
次
々
と
出
て
き
て
い
ま
す
。
子
ど

も
に
と
っ
て
ど
ん
な
危
険
が
あ
る
の
か
、

常
に
気
を
配
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

なりすましメール

他人に成りすまして送るメール。
送信者のアドレスは自由に変えることができ、
誰にでも成りすますことが可能で、1人で何人
にでも成りすまして嫌がらせのメールを送ると
いったいじめが簡単にできてしまいます。

迷惑メール

アダルトサイトや出会い系サイトなどから広告
メールが届きます。これらの迷惑メールは無差
別に送りつけるため、誰でも受信する可能性が
あります。メールに書かれているアドレスなど
を興味本位で開いてしまうと、有害な情報があ
るだけではなく、法外な料金を請求されるおそ
れもあります。

ネット掲示板やプロフィールサイト

掲示板やプロフィールサイトは正しく使用すれ
ば全く有害なものではありません。しかし簡単
に悪用できるため、犯罪行為などに使われる場
合もあります。
掲示板は匿名で書き込みできるため、悪口や過
激な言葉を書き込むことでトラブルになる。プ
ロフィールサイトに個人情報を掲載してしまい
被害を受けたり、顔も知らない相手を簡単に信
用し犯罪に巻き込まれる可能性があります。

悪質なチェーンメール

「このメールを24時間以内に10人に転送し
なければお前がいじめの対象になる」「メール
を止めると全員分のパケット代を請求する」な
どのメッセージで不安をあおるメールが届きま
す。中には特定の個人への嫌がらせの内容や画
像が添付されている場合もあり、ネットいじめ
のひとつです。ネットいじめは時間と場所を選
ばず、肉体的に弱者であってもいじめることが
可能なため、誰でも対象者になりえます。

違法・有害情報へのアクセス

携帯電話からアクセスすることができるホーム
ページの中には、子どもにとって好ましくない
ものが無数に存在しています。
無修正のわいせつ画像、違法な薬物の取引、他
人を誹謗中傷するための掲示板、自殺仲間を募
る掲示板など。これらの中には全く関係のない
内容のホームページとつながっている場合もあ
り、意図しなくとも見てしまうことも考えられ
ます。

架空請求・不当請求

身に覚えのない業者から架空の料金請求をされ
たり、迷惑メールに書かれたアドレスに誤って
アクセスしてしまい勝手に会員登録され、料金
の請求を受ける場合があります。
迷惑メールと同様に無差別に送っているものが
多く、子どもにも送信され、誰にも言えず悩ん
でいるかもしれません。

特 集 携帯電話　便利さのその裏で
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特 集 携帯電話　便利さのその裏で

－子どもを守る立場の人が
「わからない」「知識がない」

では通用しない－

チェーンメールや成りすましメー
ル、学校裏サイトなど、子どもたち
の間での携帯電話を使ったいじめが
蔓延しています。従来のいじめと違
うのは、肉体的に弱い者でもネット
と言う仮想空間の中ではいじめの加
害者となれる、誰でも加害者になる
可能性があるという点。さらに、こ
れまでのいじめは登校拒否や長期休
暇で学校に行かなければ直接の被害
から逃れることができたが、ネット
いじめにあっている子どもは 24 時
間、365 日いつでもいじめにさらさ
れていることになります。

こうしたいじめから子どもを守る
には、携帯電話を持たせなければい
い、では問題は解決しない。パソコ
ンを使ったいじめが増えるだけ。ま
ず大人が正しい知識を身につける必

『親の知らない子どもの
ケータイ・ネット社会』

講師　安川雅史 氏

全国 web カウンセリング協議会
理事長としてネットいじめ、いじ
め、不登校、ひきこもり問題に本
格的に取り組む。
第一高等学院総括カウンセラー
奈良教育大学特別講師　等

子
ど
も
を
守
る
の
は
親
の
役
割　

子
ど
も
の
使
用
状
況
を
把
握
し

家
庭
で
の
ル
ー
ル
を
決
め
ま
し
ょ
う

利
用
時
間
や
料
金
の
制
限
、
食
事
中
は
電

源
を
切
る
、
自
分
の
部
屋
に
は
持
ち
込
ま
な

い
な
ど
の
ル
ー
ル
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

①
使
用
目
的
を
明
確
に
し
て
お
く
。

②
子
ど
も
の
反
発
を
恐
れ
ず
に
、
ど
ん
な

使
い
方
を
し
て
い
る
か
し
っ
か
り
と
確

認
す
る
。

③
携
帯
電
話
に
は
い
ろ
い
ろ
な
危
険
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

④
不
審
な
メ
ー
ル
な
ど
が
届
い
た
ら
、
保

護
者
に
相
談
す
る
よ
う
に
。

正
し
い
使
い
方
を
教
え
ま
し
ょ
う

携
帯
電
話
は
、
正
し
い
使
い
方
を
す
れ

ば
ト
ラ
ブ
ル
の
大
部
分
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
知
ら
な
い
相
手
か
ら
の
メ
ー
ル
は
無
視

し
、
返
信
し
な
い
。

②
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け
で
有
害
サ
イ
ト
に

つ
な
が
っ
た
り
、
会
員
登
録
さ
れ
て
し

ま
う
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
。

③
掲
示
板
な
ど
に
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
等
個
人
情
報
は
書
き
込
ま
な
い
。

④
他
人
が
傷
つ
く
よ
う
な
メ
ー
ル
や
書
き

込
み
は
し
な
い
。

④
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
は
勇
気
を
持
っ
て
自

分
の
と
こ
ろ
で
止
め
る
。

⑤
病
院
や
電
車
で
は
電
源
を
切
る
な
ど
の

使
用
マ
ナ
ー
を
守
る
。

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
を
活
用

携
帯
電
話
各
社
で
は
、
有
害
情
報
か
ら

子
ど
も
を
守
る
た
め
、
有
害
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
で
き
な
く
す
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

（
ア
ク
セ
ス
制
限
）
機
能
を
無
料
で
提
供

し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

　

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
か
ら

局
番
な
し
の
１
５
１
番

　

一
般
電
話
か
ら

０
１
２
０
‐
８
０
０
‐
０
０
０

a
u

　

a
u
の
携
帯
電
話
か
ら

局
番
な
し
の
１
５
７
番

　

一
般
電
話
か
ら

０
０
７
７
‐
７
‐
１
１
１

ソ
フ
ト
バ
ン
ク

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
携
帯
か
ら

局
番
な
し
の
１
５
７
番

　

一
般
電
話
か
ら

０
０
８
８
‐
２
１
‐
２
０
０
０

子
ど
も
の
些
細
な
変
化
に
も
気
を
配
り

何
で
も
相
談
で
き
る
環
境
を

万
が
一
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て

し
ま
っ
た
と
き
、
子
ど
も
が
一
人
で
悩
み

を
抱
え
込
ん
で
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
何

で
も
抵
抗
感
な
く
相
談
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
い
じ
め
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
す

ぐ
に
学
校
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

要があります。これだけ携帯電話が
普及した現代、子どもを守る立場の
人がわからない、知識がないでは通
用しないのです。

－家庭でのルールを決めること、
一番大切なのは会話－

子どもの携帯使用に関しては家庭
でのルール決めが重要です。

最近は子どもに嫌われたくないた
めに、理解あるフリをする親が増え
ていると感じますが、これは本当の
親子関係ではない。親であれば子ど
もに嫌われても守っていきたいと思
うもの。親子の会話が一番大切です。
自分の気持ちをぶつけるだけではな
く、子どもにとって何がいいのかを
しっかりと話し合ってください。

携帯を持たせる以上、それとどう
付き合っていくのかを教えるのは親
の義務です。

２月３日　井川中学校
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■高校・一般

【金賞】

遠藤　梓（バスケットボール） 秋田銀行
全日本バスケットボール実業団選手権大会 第３位
東北バスケットボール実業団選手権大会 準優勝
全日本社会人バスケットボール選手権大会 第３位

【銀賞】

菅生亜希（空手） 秋田工業
東北高校空手道選手権大会女子団体組手 第３位
秋田県高校総合体育大会女子団体組手 優　勝

湊　倫成（空手） 能代商業
東北総合体育大会少年男子団体組手 準優勝
秋田県空手道選手権大会少年男子団体組手 優　勝

菅生真衣（空手） 能代高校
東北総合体育大会少年女子団体組手 第３位

金足農業高校相撲部
　監督／伊藤　淳
　選手／中道健人･安田千斗･伊藤勝貴
　　　　中道裕樹 ･安田　鯨
東北高校相撲選手権大会団体 第３位

湊　大樹（バスケットボール） 能代工業
東北高校選手権大会 準優勝
全県総合体育大会 優　勝
全国高校選抜大会秋田県予選 優　勝

石山みさと（柔道） 秋田商業
東北高校選手権大会女子個人 第３位
全県高校総体女子個人 優　勝

■高校・一般

【銅賞】

小林　光（空手） 能代商業
秋田県空手道選手権大会少年男子団体組手 優　勝
秋田県高校新人体育大会男子団体組手 優　勝

畠山陽子（バドミントン） 秋田北高
全県総合体育大会女子学校対抗 優　勝

伊藤瑞穂（バスケットボール） 明桜高校
全国高校選抜大会秋田県予選 優　勝

伊藤紀晃（柔道） 明桜高校
秋田県高校新人大会男子団体 優　勝
全国高校選手権秋田県大会男子団体 優　勝

菅生貴志（レスリング） 五城目高
全県総合体育大会 50 キロ級 優　勝
県民体育大会 50 キロ級 優　勝

鷲谷徳義（カヌー） 五城目高
全県総合体育大会カナディアンペア 優　勝
　　　〃　　　　カナディアンフォア 優　勝

工藤啓太（カヌー） 五城目高
全県総合体育大会カナディアンフォア 優　勝

■中学生

【金賞】

西方　航（相撲） 
全国中学生相撲大会個人 第３位
秋田県中学校総合体育大会団体 優　勝
東北中学校体育大会団体 第３位

【銀賞】
安田　走（相撲） 
東北中学相撲大会個人 1年の部 優　勝
秋田県中学校総合体育大会団体 優　勝
東北中学校体育大会団体 第３位

井川中学校相撲部

　監督／目黒　健
　選手／畠山涼太・齊藤拳斗・伊藤功隆
秋田県中学校総合体育大会 優　勝
東北中学校体育大会 第３位

■小学生

【奨励賞】

藤田　陽（空手）
全県空手道選手権大会男子組手 優　勝

畠山楓花（バドミントン）
全県ジュニア選手権大会シングルス 優　勝

船木和夏（水泳）
県スポーツ少年団種目別大会 50 ｍ平泳ぎ 優　勝

勝又樹里（水泳）
県スポーツ少年団種目別大会 200 ｍ平泳ぎ 優　勝

三浦祐太郎（空手）
秋田県空手道少年練成大会 優　勝

平成20年度

井川町スポーツ栄光賞
2月17日、井川町スポーツ賞選考委員会が開かれ、
平成20年度井川町スポーツ栄光賞が決まりました。
受賞者は次の方々です。
（敬称は省略させていただきます）
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第
19
回
防
火
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

【
佳　

作
】

「
火
の
用
心
の
心
が
け
」

冬
に
な
っ
て
か
ら
、
テ
レ
ビ
で
も

火
事
の
ニ
ュ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。
一
し
ゅ
ん
で
家
族
の
命
を
う
ば

っ
て
し
ま
う
火
事
は
と
て
も
こ
わ
い

と
思
い
ま
す
。
冬
に
な
る
と
空
気
が

か
ん
そ
う
し
て
、
ス
ト
ー
ブ
を
使
う

時
も
多
く
な
る
の
で
、
特
に
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ど
こ
の

家
で
も
火
事
が
お
き
る
可
能
性
は
あ

り
ま
す
。
だ
け
ど
、
火
事
は
一
人
一

人
が
気
を
つ
け
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

あ
た
り
前
の
事
で
も
、
家
族
で
家

の
中
を
見
直
す
事
も
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
せ
ん
た
く
物
は
ス
ト
ー
ブ
の

上
に
ほ
し
て
な
い
か
、
火
の
あ
と
し

ま
つ
は
大
丈
夫
か
。
家
族
み
ん
な
で

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

を
話
し
合
う
の
も
い
い
と
思
い
ま

す
。
家
の
中
の
消
火
道
具
も
、
ど
こ

に
置
い
て
あ
る
か
確
に
ん
し
、
ど
の

よ
う
に
使
う
か
分
か
っ
て
お
く
必
要

も
あ
り
ま
す
。
少
し
の
事
で
火
事
を

防
ぐ
事
に
役
立
つ
働
き
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

「
火
の
用
心
、
マ
ッ
チ
１
本
火
事

の
も
と
、
火
の
も
と
み
た
か
、
火
は

な
い
か
。」

わ
た
し
の
住
ん
で
い
る
町
内
で
は

春
に
な
る
と
、
消
防
の
防
火
週
間
に

あ
わ
せ
て
、「
火
の
用
心
」
を
や
っ

て
い
ま
す
。
冬
だ
け
で
は
な
く
、
い

つ
も
火
の
用
心
の
心
が
け
を
わ
す
れ

ず
に
し
て
い
れ
ば
、
安
全
な
生
活
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
が
で
き
る
こ
と
は
、
で
き

る
だ
け
や
っ
て
家
族
な
ど
み
ん
な

で
、
で
き
る
こ
と
は
、
火
事
を
防
ぐ

た
め
に
、
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
で

す
。

井川小・５年
半田ちなみ さん

第
18
回
火
災
予
防
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

【
最
優
秀
作
】

「
気
の
ゆ
る
み

自
分
で
止
め
よ
う

火
事
の
も
と
」

井川小・５年
三浦　澪 さん

湖
東
地
区
危
険
物
安
全
協
会
・
湖

東
地
区
幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
・

湖
東
地
区
消
防
本
部
の
３
団
体
に
よ

る
第
19
回
防
火
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
、

第
18
回
火
災
予
防
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

の
作
品
募
集
が
行
わ
れ
、２
月
19
日
、

湖
東
地
区
消
防
本
部
に
お
い
て
入
賞

作
品
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
毎
年
11
月

に
実
施
さ
れ
る
火
災
予
防
運
動
の
一

環
と
し
て
、
火
災
予
防
意
識
の
啓
発

を
目
的
に
管
内
小
学
校
５
年
生
を
対

象
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

井
川
小
学
校
か
ら
、
次
の
方
が
入

賞
し
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

井
川
小
か
ら
二
人
を
表
彰

井
川
小
か
ら
二
人
を
表
彰  

――  

防
火
防
火  

作
文
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

作
文
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

経
済
の
状
況
が
深
刻
化
す
る
中
で

暮
ら
し
の
安
心
対
策
、
子
育
て
支
援

や
雇
用
対
策
、
地
域
活
性
化
対
策
は

緊
急
の
課
題
だ
。
こ
れ
ら
の
対
策
を

含
む
国
の
第
二
次
補
正
予
算
は
自
然

成
立
し
た
も
の
の
関
連
法
案
の
審
議

は
ね
じ
れ
国
会
の
下
で
遅
々
と
し
て

進
ま
な
い
。
こ
れ
で
は
雇
用
情
勢
の

改
善
、景
気
浮
揚
も
お
ぼ
つ
か
な
い
。

国
民
の
生
活
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、

選
挙
の
か
け
ひ
き
に
明
け
暮
れ
る
選

良
の
姿
は
情
け
な
い
ば
か
り
だ
。

町
で
は
一
月
下
旬
の
臨
時
議
会
に

二
億
円
余
の
補
正
予
算
を
提
案
す
る

準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
結
果
的
に

三
月
定
例
会
に
先
送
り
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
臨
時
議
会

で
は
町
単
独
で
可
能
な
高
校
・
大
学

生
の
奨
学
金
、入
学
準
備
金
の
拡
大
、

新
設
と
中
小
企
業
の
金
融
支
援
に
と

ど
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
補

正
予
算
と
新
年
度
予
算
は
三
月
議
会

の
審
議
を
経
て
早
期
の
執
行
を
目
指

し
た
い
。

町
の
新
年
度
予
算
は
緊
急
の
課
題

へ
の
対
応
、
行
財
政
の
効
率
化
と
健

全
性
の
確
保
を
中
心
に
編
成
し
、
一

般
会
計
の
総
額
は
二
十
五
億
六
千
万

円
余
。
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
だ
が
、

こ
れ
ま
で
の
借
金
の
繰
り
上
げ
償
還

で
元
利
償
還
費
な
ど
約
一
億
円
が
減

り
、
二
億
円
余
の
補
正
予
算
も
大
半

が
新
年
度
執
行
と
な
る
こ
と
か
ら
事

業
費
は
大
幅
増
と
な
っ
た
。
主
な
事

業
費
は
道
路
関
係
で
は
十
九
路
線

の
改
良
や
舗
装
、
橋
の
維
持
関
連

な
ど
一
億
三
千
万
円
、
小
学
校
の

暖
房
設
備
や
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど

四
千
四
百
万
円
、
水
洗
化
を
推
進
す

る
た
め
の
生
保
世
帯
の
下
水
道
接
続

費
一
千
三
百
万
円
な
ど
。
総
額
で

二
億
二
千
万
円
余
と
な
っ
た
。ま
た
、

補
正
予
算
に
取
り
込
ん
だ
地
域
活
性

化
、
生
活
対
策
で
は
街
灯
整
備
、
町

営
住
宅
の
補
修
、
消
火
栓
新
設
な

ど
一
億
四
千
万
円
余
を
措
置
し
て
い

る
。
ま
た
テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
移
行
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
町

の
主
な
施
設
や
町
内
分
館
に
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
を
設
置
す
る
。
緊
急
雇
用

対
策
で
は
河
川
、
道
路
、
公
園
の
草

刈
り
、
公
有
林
の
下
刈
り
、
施
設
の

管
理
補
助
員
、
保
育
士
、
調
理
員
の

確
保
な
ど
。
県
の
基
金
事
業
と
な
る

の
で
追
加
要
望
も
提
出
中
だ
。

定
額
給
付
金
の
総
額
は
九
千
万
円

余
、
子
育
て
応
援
手
当
の
対
象
者
は

七
、八
十
人
と
な
り
そ
う
だ
。
妊
婦

検
診
は
最
高
で
十
四
回
目
ま
で
無

料
、
妊
婦
の
子
宮
癌
検
診
、
歯
科
検

診
も
無
料
と
な
っ
た
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
は
こ
れ
ま
で
高
齢
者
に
限

定
さ
れ
て
い
た
が
、
新
た
に
幼
児
か

ら
中
学
生
も
補
助
対
象
と
し
た
。
今

後
も
状
況
を
見
な
が
ら
町
民
の
安
全

安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
に
努
め
た
い
。
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街 のいい顔のいい顔　　み～つけた！み～つけた！

3月の公民館行事
～みんなと楽しく活動してみませんか～

井川高齢大学生募集
～あなたも学んでみませんか～

　公民館では、60 歳以上の人を対象に「井川高
齢大学」を開設しています。学習会は年 10 回で、
講話や実技、各自希望のコースに分かれての課題
別学習、移動研修、小学生との交流、お楽しみ会
など盛りだくさん。みなさん楽しみながら学び、
交流しています。
　年会費は 1 人 3,000 円です。
　参加を希望される方は、公民館または町内の高
齢大学運営委員へお申し込み下さい。締め切りは
4 月 10 日（金）です。

公民館　　　☎874－４４２２　有線４４４３
教育委員会　☎874－４４２４　有線４５３８

町奨学金をご利用下さい

　町では、進学などの就学による経済的負担の軽減
を目的に、奨学金を無利子でお貸ししています。
　対象は、井川町在住の子弟で、高等学校、短期大学、
大学、専門学校等に在学する方です。21 年度から、
従来の月額貸与に加え、入学初学年（入学金等の対
応）の貸与も新設しました。
　詳しくは広報 2 月号をご覧ください。また、希望
者は、４月 10 日（金）までに教育委員会にお申し
込みください。

3
月
の

公
民
館
活
動

教室・講座 開 催 日 時 会　　場

いかわ元気アップ塾 毎週火曜日 10：00 町民体育館

いい汗流そう！健康づくり 毎週木曜日 10:00、19：00 町民体育館

太　極　拳　教　室 毎週金曜日 10：00

教室・講座 開 催 日 時 会　　場

和太鼓サークル 14日（土） PM3：00 公 民 館

英 会 話 教 室 水曜日、初 PM6：30 中 PM7：30 公 民 館

会場は、6日、20日が公民館、13日が浜井川地区集会所となります。

7

公民館図書室
　最近入った図書を紹介します。ご利用ください。
【子どもの本】
・さよならさんかく わかやまけん /こぐま社
・むらさきいろのくま よーじ /文芸社
・ちょっとだけ 瀧村有子 /福音館
・こんにちワニ 中川ひろたか /PHP
・ぞうのババール ジャン・ド・ブリュノフ /評論社
・いっぱいごめんいっぱいありがとう

岡上多寿子 /木耳社
・わっこおばちゃんのしりとりあそび

さとうわきこ /童心社
・大ちゃんとさっちゃんの夏休み 心のプレゼント

やまもとまな /文芸社
・むしばいばい 請川かおり /文芸社
・ちいさいおうち ばーじにあ・ばーとん /岩波書店

【大人の本】
・天地人〈上巻・中巻・下巻〉 火坂雅志 / NHK出版
・利休にたずねよ 山本兼一 /PHP
・永田農法でコンテナ野菜 永田照喜治 /主婦と生活社
・秋田春夏秋冬こぼれ話

小西一三 /カッパンプラン文庫
・日めくり秋田歳時記 大坂高昭 /無明舎
・寂聴と読む源氏物語 瀬戸内寂聴 /講談社
・もっとひろがる国産米粉クッキング

坂本奈々 /農文協
・情報は一冊のノートにまとめなさい

奥野宣之 /Nanaブックス
・求めない 加島祥三 /小学館
・ひと味ちがう絵てがみのかくし技

関口北洞 /ヴォーグ社
・病気が治る人の免液の法則 福田　稔 /WAVE出版
・英雄の書　上・下 宮部みゆき /毎日新聞社
・食堂かたつむり 小川　糸 /ポプラ社
・人生は愉快だ 池田晶子 /毎日新聞社
・はらぺこさんの超特急！スグできごはん

小林弘美 /学研



「泣き虫鬼」を追い払おう！
こどもセンター豆まき会

節分のこの日、こどもセンターでは恒例の
「豆まき会」が行なわれました。
袴姿の園長が「鬼は外！福は内！」の掛け
声とともに豆をまき始めると、手作りの鬼の
お面を被った園児たちは元気いっぱいに逃げ
回ります。風邪、病気、泣き虫など、弱い部
分を全部追い払ったセンターからは、子ども
たちの笑い声が響きわたっていました。

人生の節目を迎え決意新た
合同厄祓い・還暦蔡

合同厄払い・還暦蔡が農村環境改善セン
ターを会場に開催され、節目の年を迎えられ
た方あわせて１２５人が参加しました。神事
が厳かに行われたあと、実行委員長の伊藤守
さん（宇治木）が「今日はこれまでの自分を
振り返り、今後の生き方を考える良い機会。
気持ちをリセットして人生を充実したものに
していきたい」とあいさつされました。

ジャンボかるたでハッスル
わんぱく雪まつり

雪不足により赤沢山スキー場から町民体育
館へと会場を変更して開催されたわんぱく雪
まつり。
室内中心でのイベントとなりましたが、そ
れでも大勢の子どもたちが集まり、ジャンボ
かるたや風船割り、ポニーの馬車、○×クイ
ズのほか、餅つき体験も行われ、会場は熱気
に包まれていました。

飲酒運転の完全撲滅を
井川町交通安全協会総会

井川町交通安全協会総会が農村環境改善セ
ンターで開催されました。会では藤田俊悦会
長（新屋敷）が「危機感を持って取り組んで
きた結果、飲酒運転撲滅市町村競争では全県
ワースト 2位からベスト 10位となった。飲
酒運転は何としても撲滅していかなければな
らない」とあいさつ。新年度へ向け、改めて
飲酒運転根絶への決意を誓いあいました。
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振り込め詐欺に注意！
被害撲滅月間

２月は警視庁が定めた振り込め詐欺被害撲滅
月間です。
年金支給日のこの日、五城目警察所の呼びか
けで町防犯協会、防犯指導隊、井川さくらサポー
トチーム、街道町内安全パトロール隊の皆さん
が町内スーパーセンター前で買い物客へチラシ
を配布し、「振り込め詐欺にあわないように十
分注意してください」と呼びかけました。

どんなことを話し合ってるの？
井川小６年生の議場見学

この日井川小 6年生約 40名が社会科見学の
一貫として議場見学に訪れました。
議会についての説明のあとは６年生からの質
問の時間。「民生費はなぜそんなにお金がかか
るのか」「議会１回にかかる費用はいくら？」
といった議会本番さながらの質問も飛び出しま
した。齋藤紀男議長の丁寧な回答に、児童たち
は熱心にペンを走らせていました。

スキーを通じて親子交流
いかわキッズクラブ親子スキー教室

スキーを通して親子や参加者同士の交流を深
めることを目的に、いかわキッズクラブによる
～父と子の体験活動～親子スキー教室が開かれ
ました。
参加者たちはレベルに合わせて指導員に教え
てもらいながら、会場となった阿仁スキー場の
ゲレンデを気持ちよく滑ったり豪快に転んだ
り、雪国秋田の冬の一日を満喫したようでした。

すずきいさむ さん
（宇治木）

受
賞
作
と
な
っ
た
の
は
す
ず
き
い
さ
む

（
鈴
木
勇
）
さ
ん
の
第
５
歌
集
「
混
交
林
の

下
道
」。
選
考
で
は
「
限
界
集
落
な
ど
秋
田

の
農
村
を
伝
え
る
卓
抜
し
た
作
品
が
並
ぶ
。

秋
田
の
季
節
と
風
土
を
た
く
ま
し
く
生
き
る

県
民
な
ら
で
は
の
豊
か
な
感
性
の
結
晶
で
あ

る
」
と
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

功
績
を
た
た
え
て

功
績
を
た
た
え
て

◆
秋
田
県
芸
術
選
奨

湊　祥山 さん
（坂　本）

湊
祥
山
（
湊
慶
吉
）
さ
ん
は
、
秋
田
県
書

道
連
盟
理
事
、
総
務
部
長
、
副
理
事
長
な
ど

を
歴
任
し
、
連
盟
の
発
展
に
努
め
る
と
と
も

に
秋
田
県
書
写
書
道
の
発
展
を
推
進
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
各
種
書
道
展
で
活
躍
、
本
県
書

道
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
秋
田
県
芸
術
文
化
章
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国
民
年
金
か
ら　
　

会
社
を
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
す
べ
て
の
方
は
「
国
民
年
金
」
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。会

社
を
退
職
し
た
場
合
は
厚
生
年
金
等
の

資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
国

民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
と
保
険
料
の
納
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
も
し
も
、
加
入
の
届

出
や
保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
る
と
、
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り

ま
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
第
１
号
被
保
険
者･･･

農
業
、
自
営
業
、

ア
ル
バ
イ
ト
、
学
生
、
無
職
等
の
方

・
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
加
入
手
続

き
が
必
要
で
す
。

・
保
険
料
は
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る

納
付
書
で
納
付
し
ま
す
。

※
収
入
が
少
な
い
な
ど
、
納
付
が
困
難
な
場

合
に
は
①
免
除
制
度
、
②
学
生
納
付
特
例

制
度
（
学
生
）、
③
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
（
30
歳
未
満
）
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
事
業

と
し
て
、
次
に
よ
り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま

す
。

１　

保
育
士

■
募
集
人
数　

２
名

応
募
す
る
場
合
は
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教

諭
の
免
許
証
を
持
参
（
郵
送
の
場
合
は
写

し
）
す
る
こ
と
。

■
待
遇

　

５
、９
０
０
円
／
１
日
・
実
働
８
時
間

・
健
康
保
険
等

　

社
会
保
険
、
厚
生
年
金
等　

有
り

・
休
日

　

日
曜
・
祝
祭
日
、
そ
の
他
不
定
期

２　

調
理
員

■
募
集
人
数　

若
干
名

応
募
す
る
場
合
は
調
理
師
の
免
許
証
を
持

参
（
郵
送
の
場
合
は
写
し
）
す
る
こ
と
。

町
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

■
第
２
号
被
保
険
者･･･

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や

公
務
員（
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
）

・
加
入
の
手
続
き
は
事
業
主
（
会
社
等
）
が

行
い
ま
す
。

・
保
険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の

年
金
制
度
か
ら
国
民
年
金
制
度
へ
拠
出
さ

れ
ま
す
の
で
、
個
別
に
保
険
料
を
納
付
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
第
３
号
被
保
険
者･･･

第
２
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

・
加
入
の
手
続
き
は
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事

業
主
（
会
社
等
）
が
行
い
ま
す
。

・
保
険
料
は
、
配
偶
者
の
加
入
し
て
い
る
そ

れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
か
ら
国
民
年
金
制
度

へ
拠
出
さ
れ
ま
す
の
で
、
個
別
に
保
険
料

を
納
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
失
業
し
て
収
入
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
に

経
済
的
に
納
付
が
困
難
な
場
合
は
雇
用
保

険
受
給
者
証
の
写
し
を
持
参
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
社
会
保
険
事
務
局

電
話
０
１
８
（
８
８
３
）
１
６
５
５

井
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成
21
年
度
井
川
町
の
緊
急
雇
用
創
出
臨
時

対
策
事
業
と
し
て
、
道
路
・
河
川
・
日
本
国

花
苑
・
町
有
地
・
主
な
公
共
施
設
の
草
刈
り

や
除
草
、
樹
木
の
剪
定
等
幅
広
い
業
務
を
受

託
す
る
見
込
み
で
す
。

そ
こ
で
次
に
よ
り
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

年
齢
も
こ
だ
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
登
録

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

■
主
な
業
務
の
時
給

・
草
刈
り
（
機
械
持
参
、
燃
料
費
込
）

１
、０
０
０
円

・
草
取
り　

　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
円

・
樹
木
の
剪
定　

　
　
　
　
　
　

７
０
０
円

・
清
掃
（
屋
内
）　

　
　
　
　
　

６
０
０
円

・
清
掃
（
屋
外
）　

　
　
　
　
　

７
０
０
円

そ
の
他
、
花
植
え
や
花
壇
の
手
入
れ
等
も
あ

り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
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３ 月

役場の電話番号・メールアドレス
URL http://www.town.ikawa.akita.jp/

ホームページに関すること
webmaster@town.ikawa.akita.jp

くらしの

情報

総務課

総　　　務　　　班
soumu@town.ikawa.akita.jp 874-4411

税　　　務　　　班
zeimu@town.ikawa.akita.jp 874-4414

町民課

町　民　生　活　班
tyoumin@town.ikawa.akita.jp 874-4416

健　康　福　祉　班
kenkou@town.ikawa.akita.jp 874-4417

産業課

産　業　振　興　班
sangyou@town.ikawa.akita.jp 874-4418

農　業　委　員　会
nougyou@town.ikawa.akita.jp 874-4419

建　　　設　　　班
kensetu@town.ikawa.akita.jp 874-4420

水　　　道　　　課
suidou@town.ikawa.akita.jp 874-4421

出　　　納　　　室
suitou@town.ikawa.akita.jp 874-4412

教　育　委　員　会
kyouiku@town.ikawa.akita.jp 874-4424

公　　　民　　　館
（農村環境改善センター） 874-4422

議　会　事　務　局
gikai@town.ikawa.akita.jp 874-4425

◇役場窓口業務の時間延長◇
毎週火曜・水曜日は午後７時ま
で住民票、印かん証明書の発行
等の窓口業務を行っています。



万
が
一
の
時
の
た
め
に 

交
通
災
害
・
不
慮
の
災
害
共
済
へ
加
入
を

こ
の
共
済
制
度
は
住
民
が
お
互
い
の
助

け
合
い
に
よ
っ
て
、
交
通
事
故
や
不
慮
の

災
害
に
遭
っ
た
方
々
を
救
済
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
町
職
員
や
地
域
の
育
成
会

員
な
ど
が
加
入
希
望
の
取
り
ま
と
め
に
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、内
容
を
確
認
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
県
内
の
秋
田
銀
行
、
北
都
銀
行
、

秋
田
ふ
れ
あ
い
信
用
金
庫
、
羽
後
信
用
金

庫
の
す
べ
て
の
店
舗
で
加
入
申
込
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
銀
行
窓
口
で

の
申
込
期
間
は
７
月
31
日
ま
で
）

■
加
入
資
格

県
内
の
市
町
村
（
秋
田
市
を
除
く
）
に

居
住
し
、
住
民
登
録
し
て
い
る
方

■
請
求
方
法

役
場
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
４
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童
に

つ
い
て
は
交
通
災
害
共
済
へ
自
動
的
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
掛
金

不
要
）
別
途
、
不
慮
の
災
害
共
済
へ
加

入
す
る
場
合
は
申
込
み
と
共
済
掛
金
の

負
担
が
必
要
で
す
。
請
求
で
き
る
期
間

は
治
癒
し
た
日
か
ら
１
年
以
内
で
す
。

交通災害共済 不慮の災害共済
掛け金 年額　400円 年額　６００円

共 済

期 間

平成21年４月１日から平成22年３月３１日まで
※期間途中で加入した方は、その翌日から平成22年３月３１日まで
※共済加入後、県外等に転出した場合でも３月３１日まで継続します

共済金

○死　　亡　100万円
○後遺障害　50～100万円
○傷害治療
　・入院１日につき　2,000円
　・通院１日につき　８００円
※傷害は最低15,000円～最高200,000円

○死　　亡　６０万円
○後遺障害　３０～60万円
○傷害治療
　・入院１日につき　1,100円

※通院は対象になりません
※傷害は最低15,000円～最高110,000円

■
交
通
災
害
と
は
…

道
路
上
で
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転

車
等
に
乗
っ
て
い
て
衝
突
、
接
触
、
転

倒
し
た
事
故
、
ま
た
歩
行
中
に
こ
れ
ら

の
乗
り
物
に
接
触
し
た
り
し
て
、
傷
害

を
負
っ
た
場
合
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

■
不
慮
の
事
故
と
は
…

交
通
事
故
に
な
ら
な
か
っ
た
自
動
車

等
に
よ
る
事
故
、
作
業
事
故
、
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
中
の
事
故
、

山
菜
取
り
な
ど
の
入
山
中
の
事
故
、
地

震
、
火
災
な
ど
の
ほ
と
ん
ど
の
事
故
や

災
害
を
い
い
ま
す
。
た
だ
し
疾
病
は
除

き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場 

町
民
課

電
話 

（
８
７
４
）
４
４
１
５
有
線 

４
４
３
１

■
待
遇

　

時
給
７
２
５
円

・
健
康
保
険
等

　

社
会
保
険
、
厚
生
年
金
等　

有
り

・
休
日

　

日
曜
・
祝
祭
日
、
そ
の
他
不
定
期

３　

臨
時
職
員

■
募
集
人
数　

若
干
名

主
な
業
務
内
容
は
、
機
械
に
よ
る
「
草
刈

り
」
「
花
壇
手
入
れ
」
「
樹
木
の
剪
定
」

「
施
設
の
環
境
美
化
及
び
清
掃
」
な
ど
と

な
り
ま
す
。

■
待
遇

　

６
、９
０
０
円
／
１
日
・
実
働
８
時
間

事
業
に
制
約
が
あ
り
、
６
ヵ
月
を
超
え
て

更
新
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
健
康
保
険
等

　

社
会
保
険
、
厚
生
年
金
等　

有
り

・
休
日

　

日
曜
日
や
祝
祭
日
を
含
め
て
不
定
期

希
望
さ
れ
る
方
は
履
歴
書
を
持
参
の
う
え
、

役
場
総
務
課
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　

平
成
21
年
３
月
９
日
（
月
）

〜
３
月
19
日
（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
総
務
課

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
１
／
有
線
４
５
７
７

■
会
員
に
な
る
た
め
に
は

　

会
費　

年
額
１
、０
０
０
円

自
分
で
で
き
る
業
務
（
複
数
の
業
務
で
も
会

費
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

社
会
福
祉
協
議
会
内

井
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

電
話
（
８
７
４
）
２
６
１
１
／
有
線
４
４
５
１

県
で
は
、
住
宅
を
建
設
又
は
購
入
す
る
方

に
対
し
て
住
宅
ロ
ー
ン
の
利
子
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
内
容

住
宅
ロ
ー
ン
償
還
残
高
の
当
初
５
年
分
の

利
子
相
当
額
の
２
分
の
１
（
80
万
円
を
限

度
）
を
助
成
し
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

対
象
者
及
び
対
象
住
宅
、
そ
の
他
詳
細
に

つ
い
て
は
県
建
築
住
宅
課
ま
た
は
地
域
振
興

局
建
築
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
県
建
築
住
宅
課

電
話
０
１
８
（
８
６
０
）
２
５
６
１

住
ま
い
づ
く
り
応
援
事
業
の
ご
案
内
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３月下旬に申請書を各世帯に送付します。
最初の交付は４月下旬を予定しています。
申請書には案内のチラシも同封しますのでよくご覧になってお手続きください。

定額給付金とは
景気後退下での住民の不安に対処するため、

住民への生活支援を行うとともに、あわせて、
住民に広く交付することにより、地域の経済対
策に資することを目的とするものです。
■基準日　平成 21 年２月１日
■給付対象者　

基準日において、本町の住民基本台帳に記録
されている人、外国人登録原票に登録されて
いる人

■申請・受給者
住民基本台帳に記録されている人について
は、その人の属する世帯の世帯主、外国人登
録原票に登録されている人

■給付額
給付対象者１人につき 12,000 円
ただし、基準日において 65 歳以上と 18 歳以
下の人については 20,000 円

子育て応援特別手当とは
多子世帯の幼児教育期の負担に配慮する観点

から、平成 20 年度の国の緊急措置として、幼
児期（小学校就学前３年間）の第二子以降の子
に対し支給されるものです。
■対象となる子ども　

平成 20 年度において小学校就学前３年間に
該当する子ども（平成 14 年４月２日～平成
17 年４月１日生まれ）であって、第２子以
降の子ども

※第２子の判定は、18 歳以下の子ども（平成２
年４月２日以後生まれ）の中から年齢順に第
１子、第２子、と数えていくこととなります。

■申請・受給者
対象となる子どもと同居している世帯主が町
に申請することが必要です。

■給付額
対象となる子ども１人あたり 36,000 円

定額給付金や子育て応援特別手当を装った

「振り込め詐欺」、「個人情報の搾取」
などにご注意ください！

【こんなことは絶対にありません】

・給付金に関して町がＡＴＭ（銀行などの自動現金預払機）の操作をお願い
することは絶対にありません。

・「定額給付金」「子育て応援特別手当」にかかる手数料などの振り込みを求
めることは絶対にありません。

・ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことはできま
せん。

・申請手続きが始まるまでは、町が世帯構成や口座番号の照会をすることは
絶対にありません。むやみに他人に情報を教えないようにしてください。

定額給付金
子育て応援特別手当
に関するお問い合わせ

役場　町民課町民生活班
電話（８７４）４４１６
有線 ４４４１
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井
川
町
は
、「
美
し
い
ま
ち
、楽
し
い
ま
ち
、健
康
な
ま
ち
」
実
現
の
た
め
、

平
成
12
年
か
ら
10
箇
年
の
計
画
で
「
桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
今
年
度
末
に
は
36
点
が
日
本
国
花
苑
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
い
た
だ
き
、
本
コ

ン
ク
ー
ル
も
当
初
計
画
し
た
以
上
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
、
最
終
の
第
10
回
展
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
２
０
０
種
、

２
０
０
０
本
が
咲
き
誇
る
桜
の
名
所
「
日
本
国
花
苑
」
の
緑
豊
か
な
自
然
空

間
に
ふ
さ
わ
し
い
彫
刻
作
品
を
全
国
か
ら
広
く
公
募
し
ま
す
。

全
国
各
地
で
活
躍
中
の
皆
様
の
熱
意
と
創
意
あ
ふ
れ
る
力
作
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
◇
作
品
公
募
◇
◆

﹇
テ
ー
マ
﹈

テ
ー
マ
、
タ
イ
ト
ル
と
も
特
に
限
定
し

ま
せ
ん
。
桜
の
名
所
・
日
本
国
花
苑
の

緑
豊
か
な
空
間
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
。

﹇
規　

格
﹈

・
素
材
は
ブ
ロ
ン
ズ
、ア
ル
ミ
、石
な
ど
、

野
外
に
設
置
さ
れ
る
た
め
、
耐
候
性

を
十
分
に
考
慮
し
、
永
久
的
に
そ
の

形
態
を
維
持
で
き
る
も
の
。

・
大
き
さ
は
特
に
限
定
し
ま
せ
ん
。

・
具
象
・
抽
象
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
応
募
は
高
さ
、
幅
、
奥
行
き
の
合
計

が
１
５
０
セ
ン
チ
以
内
の
模
型

・
出
展
料
は
１
点
に
つ
き
５
、０
０
０
円

﹇
申
込
書
お
よ
び
計
画
図
受
付
期
間
﹈

２
０
０
９
年
３
月
１
日

〜
同
年
５
月
31
日
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

﹇
模
型
搬
入
期
間
﹈

２
０
０
９
年
６
月
27
日
〜
29
日

﹇
審
査
員
﹈

富
山　

秀
男
（
美
術
評
論
家
）

峯
田　

敏
郎
（
彫
刻
家
）

最
上　

壽
之
（
彫
刻
家
）

小
笠
原　

光
（
前
秋
田
県
立
近
代
美
術
館

副
館
長
）

﹇ 

賞 

﹈
大　

賞
（
１
点
）　

５
０
０
万
円

優
秀
賞
（
２
点
）　

各
３
０
０
万
円

準　

賞
（
若
干
）　

各
２
０
万
円

準
賞
の
中
か
ら
鑑
賞
者
の
投
票
に
よ
っ
て

町
民
賞
を
選
出
し
ま
す

第10回第10回

桜の森彫刻コンクール桜の森彫刻コンクール
作品公募を開始します作品公募を開始します

【問い合わせ】井川町役場内「桜の森彫刻コンクール」事務局　秋田県南秋田郡井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1（〒０１８－１５９６）
電話０１８（８７４）４４１１　ＵＲＬ http://www.town.ikawa.akita.jp/　Ｅメール webmaster@town.ikawa.akita.jp13



防衛省採用試験内

防衛省では、平成 21 年度自衛隊幹
部候補生採用試験を下記のとおり行
います。
・陸上自衛隊一般幹部候補生
・海上自衛隊一般幹部候補生
技術幹部候補生

・航空自衛隊一般幹部候補生
□受験資格
平成 22 年４月１日現在、22 歳
以上26歳未満の方

□申込受付
平成21年４月１日～５月12日

□１次試験
平成21年５月16日（土）

【問い合わせ】自衛隊秋田募集案内所
電話 018（８６４）４９２９

国家公務員採用試験案内

人事院では、国家公務員採用Ⅰ種及
びⅡ種試験（大学卒業程度）を実施し
ます。
□Ⅰ種試験
受付期間は４月１日から８日まで。
第１次試験は５月３日に行います。
□Ⅱ種試験
受付期間は４月 13 日から 22 日
まで。インターネットでの受付は
４月 11 日から 15 日までで、第
１次試験は６月21日に行います。

【問い合わせ】人事院東北事務局
電話０２２（２２１）２０２２

国家公務員「国税専門官」採用試験案内

仙台国税局ではスペシャリストとし
て活躍する税務職員を募集します。
□受験資格
・昭和55年４月２日～昭和63年４
月１日生まれの方

・昭和63年４月２日以降生まれの方
で大学を卒業および平成22年３月
までに卒業見込みの方、または人事
院が同等の資格があると認める方

□申込受付
平成21年４月１日～14日

□申込書の請求
最寄りの税務署、仙台国税局また
は人事院東北事務局

【問い合わせ】仙台国税局人事第二課
電話０２２（２６３）１１１１

労働基準監督官採用試験案内

人事院及び厚生労働省では、労働基
準監督官を募集します。
□受験資格
上記「国税専門官」の受験資格と同じ

□申込受付
　平成21年４月１日～14日
□第１次試験
　平成21年６月14日　秋田合同庁舎
□申込書の請求
全国の労働局、労働基準監督署、公共
職業安定所または人事院地方事務局

【問い合わせ】秋田労働局総務部
電話０１８（８６２）６６８１

ベビーマッサージサークル＊ＳＡＫＵＲＡ※

みんなでいっしょにベビーマッサージ
やお楽しみイベントをやりませんか？
□３月の予定
３月５日（木）　ベビー＆キッズマッサージ
「お腹の調子を整えるマッサージ」
対象　安定期に入ったプレママ
　　　生後２ヶ月～就園前のお子さまとママ
料金　1,000円
（材料費等含む、お子さま２人以上でもＯＫ）
３月26日（木）　ママお茶の会
「井川初！子育てサークル４月から活動開始」
料金　２００円（お茶代）
※いずれも時間は10：30～ 12：00
　場所は井川町健康センターです。
詳しくは
http://yaplog.jp/babyma-sakura/
【申込・問い合わせ】
０９０- ２７４５- ９１８６（伊藤）
babymasakura@yahoo.co.jp

自
転
車
も 

一
時
停
止
を 

忘
れ
ず
に

〜
歩
行
者
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
義
務
〜

気
温
も
上
が
り
、
雪
解
け
と
と
も
に

人
も
車
も
活
動
期
に
入
っ
て
開
放
的
な

気
分
か
ら
つ
い
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

が
ち
に
な
っ
た
り
、
歩
行
者
の
不
用
意

な
行
動
に
よ
っ
て
重
大
事
故
の
発
生
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

特
に
こ
の
時
期
は
子
ど
も
や
高
齢
者

の
歩
行
中
、
自
転
車
利
用
中
の
直
前
横

断
や
安
全
不
確
認
等
に
よ
る
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
こ
れ
ま
で
の
幸
せ
な
家

庭
を
一
瞬
に
し
て
不
幸
に
し
て
し
ま
い

ま
す
。

交
通
事
故
に
関
す
る
危
機
意
識
を
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
が
共
通
の
問
題
と
し
て

捉
え
、
家
族
で
話
し
合
う
機
会
を
持
つ

こ
と
で
、
交
通
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る

マ
ナ
ー
も
必
然
的
に
身
に
つ
き
、「
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識

が
生
ま
れ
ま
す
。

交
通
事
故
防
止
の
原
点
で
あ
る
「
交

通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
を
合
言
葉
に
、

悲
惨
な
交
通
事
故
を
み
ん
な
で
防
止
し

ま
し
ょ
う
。

■
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ

○
ゆ
ず
り
合
い
と
い
た
わ
り
の
気
持
ち
で

　

歩
行
者
、
自
転
車
利
用
車
を
見
か

け
た
時
は
必
ず
徐
行
し
、
急
な
飛

び
出
し
、
直
前
横
断
等
危
険
な
行

動
に
出
て
も
避
け
ら
れ
る
よ
う
安

全
な
速
度
で
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

○
ラ
イ
ト
の
こ
ま
め
な
切
り
替
え
を

　

夜
間
の
運
転
で
対
向
車
や
前
車
が

な
い
場
合
は
、
ラ
イ
ト
を
上
向
き
に

し
て
、
歩
行
者
や
自
転
車
を
早
め
に

発
見
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
忘
れ
ず
に

　

運
転
席
、
助
手
席
は
も
ち
ろ
ん
、

後
部
座
席
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
完

全
に
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
の
皆
さ
ん
へ

○
道
路
を
横
断
す
る
時
は
安
全
確
認

　

歩
行
中
、
自
転
車
利
用
中
に
横
断

の
際
は
、
左
右
の
道
路
が
よ
く
見

渡
せ
る
場
所
で
、
十
分
に
安
全
確

認
を
し
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

○
危
険
な
場
所
で
の
通
行
は
慎
重
に

　

自
転
車
も
道
路
を
通
行
す
る
場
合

は
車
両
と
し
て
交
通
ル
ー
ル
を
遵

守
し
、
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。
交
差
点
な
ど
で
は
一
旦

止
ま
っ
て
左
右
の
安
全
を
十
分
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

○
夜
光
反
射
材
、
明
る
い
色
の
服
装

　

夕
暮
れ
時
や
夜
間
は
、
自
分
の
存

在
を
車
の
運
転
者
に
知
ら
せ
る
た

め
、
明
る
い
目
立
つ
服
装
と
夜
光

反
射
材
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

駐
在
駐
在
所所
だ
よ
り

井
川
警
察
官
駐
在
所　

有
線
４
４
２
１

電
話
（
８
７
４
）
２
３
４
５

14



保健だより●３月分

15

ぼくたち、
むしば なかったよ

３歳児健診で、
むし歯のなかったこどもたちです

幼児の“甘え”の大切さ

「うちの子落ち着きがなくて･･･」「じっ
と座って先生のお話が聞けなくて･･･」と
最近のお母さんの悩みの一コマです。

そんなお母さんにある先生が「子どもを
朝１分間ぎゅ～っと抱きしめてあげる
と、こどもが落ち着くんです。１分間っ
て長いんですよ」

子どもの情緒の安定にとって何よりも必
要なことはお母さんとこどもの結びつき
で、それにはこどものからだでの甘えを
十分に受け入れることです。

甘えが足りると心にやさしさが育ち自然
に友達を求めるようになり、友達との遊
びの中で自分の思うようにならない体験
をして、社会性が育っていくのですとい
うことをアドバイスしておられました。

【問い合わせ】
　健康センター
電話（８７４）３３００／有線 ４４５５

　こどもセンター
電話（８７４）４１５２／有線 ４４４４

わいわい広場だより

「わいわい広場」さくらっこ「わいわい広場」さくらっこ
☆実施日　　毎週月曜日
☆時　間　　９時30分～11時 30分
■３月の予定
日 内　　容 場所

2日

9日

23 日

30 日

体を動かして遊ぼう

絵本の読み聞かせ

こどもセンターで遊ぼう

いっしょに遊ぼう

健康センター

健康センター

こどもセンター

健康センター

※申込不要。自由に参加できます。

三浦　陽
よう

くん
（ 仲 台 ）

鈴木海
かいと

翔くん
（ 街 道 ）

湊　歩
あゆき

樹くん
（大野地）

伊藤小
こなつ

夏ちゃん
（宇治木）

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

３月　2日
16日

健 康 相 談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00～17：00
健康センター母 子 健 康

手 帳 交 付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票の交付
保健指導、栄養指導

1歳 6ヵ月児健診・2歳児歯科検診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

３月　6日
（金）

１歳６ヵ月児
健 診 H19年６～８月生

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00～ 13：30
健康センター

2 歳 児
歯 科 検 診 H18年10～12月生 歯科検診 12：45～ 13：00

健康センター

すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

3月 27日
（金）

す く す く
学 級 H20年 12月生まれ

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30～9：45
健康センター

乳 児 健 診 H20年3月、5月、8月、
11月生まれ

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00～13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく
○７ヶ月児は離乳食指導がありますので１時までに受付を済ませてください

予防接種
月　日 区 分 対　象　者 受付時間・会場

3月 12日
（木）

MRワクチン
接 種

1期  H19年　3月10日～H20年　3月13日生児
2期  H14年　4月　２日～H15年　4月　1日生児

13：30～14：00
井川町診療所

3月23 日
（月） BCG 接 種 H20年9月21日～H20年12月24日生まれの児 13：30～14：00

井川町診療所

※MRワクチン（麻しん・風しん混合ワクチン）・・・すでに麻しん、風しんの両方に罹患さ
れた方は対象となりません。

工藤拓
たくま

真くん
（ 羽 立 ）



井川短歌会詠草

晴
れ
渡
る
紺
碧
の
空
ゆ
い
ず
こ
よ
り
花
び
ら
の
ご
と
雪
は
舞
い
来
る 

伊
藤　

陽
子

埼
玉
の
孫
の
便
り
に
振
袖
の
成
人
式
の
写
真
を
見
詰
む 

鈴
木
ヒ
ロ
子

き
し
き
し
と
糸
き
し
ま
せ
て
衣き
ぬ

解ほ
ど

く
母
縫
い
く
れ
し
紺
の
付
け
下
げ 

遠
藤
惠
美
子

ぽ
っ
く
り
と
逝
き
た
き
話
題
今
日
は
出
ず
足
腰
き
た
え
る
運
動
に
来
て 

伊
藤
ミ
ヤ
子

四
度
目
の
干
支
を
迎
え
て
人
生
の
さ
か
り
な
る
次
男
の
健
康
祈
る 

児
玉
千
代
子

手
術
後
の
兄
を
見
舞
え
ば
笑
み
た
た
え
元
気
な
顔
の
夫
婦
が
な
ら
ぶ 

渡
辺　

京
子

幼
友
と
再
会
す
れ
ば
時
忘
れ
孫
や
曾
孫
の
話
は
つ
き
ず 

小
林　

タ
ミ

足
痛
め
辛
く
悲
し
い
時
は
過
ぎ
春
の
来
る
の
を
ひ
た
す
ら
に
待
つ 

工
藤　

美
穂

鉢
植
え
の
金
の
な
る
木
の
花
満
ち
て
華
や
ぎ
て
お
り
わ
が
玄
関
は 

鈴
木　

鉱
造

吾
が
心
支
え
く
れ
た
る
従
姉
い
ま
献
花
に
埋
ま
り
黄
泉
に
た
び
発
つ 

伊
藤
千
代
美

古
き
友
鰰
寿
司
を
届
け
来
て
夕
餉
の
料
理
一
品
増
え
た
り 

斎
藤
冨
美
男

息
深
く
吸
い
つ
つ
額
縁
の
中
に
い
る
写
真
の
君
に
深
く
礼い
や

す
る　

 

す
ず
き
い
さ
む

Almost all schools in the US have vacation around 
March and April. It is a common time to take 
trips with family.California is very large, and has 
many mountains, beaches, and lakes.Lots of people 
go camping, or visit relatives.Longer trips include 
visiting Hawaii or Los Vegas.
Below is a conversation discussing plans in the 
near future. 
Will: Hey Kelly! Where are you going during 
spring break?
Kelly: I’m going to Hawaii. 
Will: What will you do?
Kelly: I will go to the beach, eat delicious food, and 
many other things! Where will you go?
Will: I don’t know yet. Maybe I’ll go on a cruise. 
Kelly: That sounds fun!

アメリカのほとんどの学校では 3 月 4 月は春休みで
す。この時期よく家族で旅行をします。カリフォルニ
アはとても大きく、多くの山、海、湖があります。た
くさんの人々がキャンプをしたり親戚を訪れます。長
期旅行ではハワイやラスベガスを訪れることもありま
す。

以下は近々の計画を話し合っている会話です。
ウィル：やあケリー ! 春休みはどこへ行く予定？
ケリー：ハワイへ行くつもりよ。
ウィル：何をするんだい？
ケリー：ビーチへ行ったり、おいしい食べ物を食べたり、
いろんなことをしたいわ！あなたはどこへ行くの？
ウィル：まだ分からないが、たぶんクルーズに行くよ。
ケリー：それは楽しそうね！

Spring Vacations
春休み

三浦  美奈さん（寺沢）

漫画家になって、みんな
を楽しませるような漫画
を書きたいです。

林  恵梨香さん（街道）

パティシエになって、
みんなにおいしいケー
キを食べてもらいたい。

鷲谷  友菜さん（海老沢）

イラストレーターに
なってだれも思いつか
ないものを描きたい。
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白
川　

暖は
る
ひ陽
く
ん
（
１
歳
）

みんなのひろば

図書カードが当たる

◆今月の問題
(1) 子どもの携帯電話を有害なサイトにアクセス

できなくする機能を何と言うでしょうか？
(2)今年度末までに国花苑に設置の彫刻はいくつ？

◆応募の方法
ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢
を記入してください。

◆あて先
〒018-1596 井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1

井川町役場 総務課 広報担当まで

◆しめきり
３月 23 日 ( 月 ) 当日消印有効

クイズの正解者の中から抽選で３人の方に
図書カードをプレゼントします。
前回の答えは、 （1）２月９日　（2）45 回目で
した。

広報クイズ　No.211

いつもお姉ちゃんと

元気いっぱい遊んでる暖陽。

ずっとずっとお姉ちゃんと仲良くね！

暖かくなったら一緒に

お散歩行こうネ！

218

父
・
幸　
彦
さ
ん

　

街
道
町
内　

母
・
直　
子
さ
ん

１日（日）

６日（金）

10日（火）

16日（月）

17日（火）

20日（金）

井川町婦人会総会
（農村環境改善センター）

議会定例会召集予定 （役場議場）

井川中学校卒業式 （井川中学校）

こどもセンター卒園式 （こどもセンター）

井川小学校卒業式 （井川中学校）

春分の日（祝日）ごみ収集日

３月

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
用
で
き
な
い
冬
場
、
室
内

練
習
場
で
走
り
こ
み
や
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
中
心
の
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
す
秋
田
高
校
野
球

部
。「
限
ら
れ
た
時
間
で
ど
れ
だ
け
効
率
的
に

や
る
か
が
勝
負
」
と
高
い
意
識
を
持
っ
て
練
習

を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
チ
ー
ム
で
中
心
選
手

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
井
川
の
２
人
。

「
卒
業
後
は
進
学
し
て
力
を
つ
け
て
井
川
町
に

貢
献
で
き
る
仕
事
を
と
考
え
て
い
る
。
野
球
は

高
校
ま
で
。
だ
か
ら
今
全
力
で
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
ど
こ
の
チ
ー
ム
に
も
負
け
な
い
頼
れ
る

４
番
打
者
に
な
り
た
い
」
と
は
っ
き
り
と
力
強

く
話
す
佐
藤
涼
く
ん
は
、
自
慢
の
長
打
力
を
武

器
に
、
チ
ー
ム
の
中
軸
と
し
て
攻
撃
を
引
っ
張

る
打
の
柱
で
す
。

伊
藤
圭
一
郎
く
ん
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
身
上

と
す
る
技
巧
派
ピ
ッ
チ
ャ
ー
。
チ
ー
ム
に
７
人

い
る
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
存
在
感

を
見
せ
る
投
の
柱
。「
最
後
ま
で
何
か
あ
る
か

わ
か
ら
な
い
し
、
一
球
で
勝
負
が
決
ま
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
の
が
野
球
の
お
も
し
ろ
さ
。

一
球
一
球
を
大
切
に
、
チ
ー
ム
か
ら
信
頼
さ
れ

る
エ
ー
ス
に
な
り
た
い
」
と
闘
志
を
内
に
秘
め

た
表
情
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

春
夏
通
算
24
回
の
出
場
を
誇
る
名
門
秋
高
野

球
部
も
平
成
15
年
を
最
後
に
甲
子
園
の
舞
台
に

は
あ
が
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
今
年
こ
そ
は
」
の

強
い
想
い
で
今
は
ひ
た
む
き
に
体
力
づ
く
り
に

励
む
佐
藤
く
ん
と
伊
藤
く
ん
。
き
つ
い
冬
を
越

え
、
２
人
の
努
力
が
実
と
な
る
球
春
は
も
う
す

ぐ
そ
こ
ま
で
―

秋 田 高 校
野 球  部

佐藤 涼 さん（２年・羽立）左
伊藤圭一郎さん（２年・街道）右

今月の１枚
ポニーの馬車。お馬は
一休み。人力車です
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№
６
２
８　
　

※
編
集
・
発
行
／
井
川
町
役
場
総
務
課　

〒
０
１
８
|
１
５
９
６　

秋
田
県
南
秋
田
郡
井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
|
１　

☎
０
１
８
（
８
７
４
）
４
４
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
（
８
７
４
）
２
６
０
０　

※
印
刷
／
秋
田
協
同
印
刷
㈱

■お誕生おめでとう

加藤友
ゆ う な

歩菜（功大、 彩 ）

渡部　宗
そうた

大（朋成、佳奈子）

小坂　 昊
こう

（和也、浩子）

（４月からの出生数　29 人）

■ご結婚おめでとう

♡遠藤　 良 （今　戸）
佐藤　麻美（潟上市）

♡升屋　 満 （大　麦）
吉川　晴美（秋田市）

♡熊谷　 学 （潟上市）
遠藤　 恵 （小今戸）

♡石川　裕幸（大仙市）大山　幸子（街　道）

■お悔やみ申し上げます

石坂　伸人　（40 歳・井　内）

伊藤トミヱ　（92 歳・寺　沢）

鈴木　ヨネ （95 歳・羽　立）

藤田清一郎 （90 歳・羽　立）

菊池美百合 （47 歳・小竹花）

伊藤　昭則 （68 歳・小　泉）

小武海ヱシ （98 歳・新屋敷）

小林　善作 （82 歳・葹　田）

慶 弔

人口などの動き
（２月１日現在）

人　口　男　2,678 人（－ 42）
女　3,027 人（－ 56 ）
計　5,705 人（－ 98）

世帯数　　　1,784 戸（+ ７）
（　）内は前年同月との比較

善 意
■地域福祉基金へ

・館岡町内の小林浩次さんより、亡父
幸一さんの香典返しとして

・羽立町内の工藤文子さんより亡夫
定夫さんの香典返しとして

・小泉町内の鈴木年明さんより、亡父
節三さんの香典返しとして

・井内町内の石坂孝太郎さんより亡子
伸人さんの香典返しとして

“ありがとうございました”

だより
（１/21～２/20）

天ぷら油はゴミじゃない！　
井川さくらエコ協議
会では、使用済天ぷら
油などの廃食用油を回
収しています。
井川町コミュニティ

センター、じまんこハウス、役場を拠点とし
て今後、各婦人会や町内会での回収を実施し
ていきますのでご協力をお願いします。

使用済食用油を回収します

そ
れ
ぞ
れ
に
小
さ
な
氷
塊
の
上
に
乗
っ

た
ペ
ン
ギ
ン
た
ち
。
ポ
シ
ェ
ッ
ト
を
肩
に

か
け
、
わ
ず
か
に
黒
い
く
ち
ば
し
を
つ
き

だ
し
て
、
い
ざ
出
発
！
と
い
う
シ
ー
ン
で

あ
る
。
き
ち
ん
と
列
を
作
っ
て
並
ん
で
い

る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
同
じ
群
れ
の
同
期

生
な
の
だ
ろ
う
。
よ
く
似
て
は
い
る
が
、

目
尻
の
模
様
が
違
っ
て
い
た
り
、
一
生
懸

命
羽
を
動
か
し
て
い
る
様
も
微
妙
に
違
っ

て
い
る
の
が
微
笑
ま
し
い
。
遅
い
雪
に
覆

わ
れ
た
今
は
、
雪
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
の

ピ
ク
ニ
ッ
ク
、
大
人
気
の
旭
山
動
物
園
の

ペ
ン
ギ
ン
大
行
進
み
た
い
な
風
情
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

二
〇
〇
四
年
夏
、
国
花
苑
を
会
場
に
、

井
川
町
発
足
五
〇
周
年
記
念
「
石
彫
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム 

I
N　

I
K
A
W
A
」
が
開

催
さ
れ
た
。
三
名
の
作
家
が
招
か
れ
、
ほ

ぼ
四
〇
日
間
に
わ
た
っ
て
公
開
制
作
が
行

わ
れ
た
が
、
こ
の
時
、
田
中
も
招
待
作
家

の
一
人
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
作
品
は

今
戸
地
区
の
願
人
踊
り
を
参
考
に
し
た
と

い
う
「
け
や
き
ん
ぼ
う
の
仲
間
た
ち
」
で

あ
る
。
完
成
後
は
、
旧
羽
立
分
館
前
の
大

け
や
き
の
の
下
に
設
置
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
だ
ろ
う
。

「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
を
見
た
と
き
、
ふ
と
田

中
の
こ
の
作
品
に
寄
せ
た
言
葉
を
思
い
出

し
た
。

「
こ
の
彫
刻
が
、
自
然
に
生
き
る
動
物
た

ち
と
一
緒
に
、
大
け
や
き
の
仲
間
と
し
て

井
川
の
町
を
見
続
け
て
い
っ
て
欲
し
い
。」

お
そ
ら
く
田
中
は
ペ
ン
ギ
ン
た
ち
に
も

同
じ
思
い
を
託
し
た
か
っ
た
に
違
い
な

い
。
彫
刻
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
よ
り

も
、
私
た
ち
が
苑
地
の
花
や
鳥
た
ち
の
愛

ら
し
さ
を
時
折
思
い
出
す
よ
う
に
、
出
会

っ
た
時
ふ
と
優
し
い
気
持
ち
を
も
て
る
よ

う
な
存
在
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
。

ペ
ン
ギ
ン
た
ち
は
苑
地
の
東
側
、
キ
ャ

ン
プ
場
の
園
の
一
角
に
な
ら
ん
で
い
る
。

桜
の
森
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員

（
前
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
副
館
長
）

小
笠
原　

光

施設の利用状況（１月）
(　　) 内は累計 

■環境改善センター…… 640 人 （ 8733 人 ）

■歴史民俗資料館………… 0 人 （ 77 人 ）

■町民体育館………… 1,364 人 （14,871 人 ）

■町民武道館…………… 710 人 （ 7,256 人 ）

■スポーツ交流館……… 484 人 （ 2,205 人 ）

■定住促進センター… 1,367 人 （ 14,454 人 ）

■老人福祉センター… 1,843 人 （12,576 人 ）

■ごみ処理場…………… 75 ｔ （ 768 ｔ ）

■し尿処理場…………… 52 kl （ 656 kl ）

田中　毅／
神戸具象彫刻大賞展、横浜彫刻
展、現代日本具象彫刻展、倉敷
まちかど彫刻展、日向現代彫刻
展、ほか受賞多数。

ピクニック
御影石

（90 ×250 ×70㎝）

田中　毅（埼玉県）

日
本
国
花
苑
の
彫
刻
た
ち
〈
32
〉
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